

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注 10　「伽羅枕（紅葉山人著）」（『国民之友』136（明治 24（1891）年 11 月 13 日）。
注 11　文献，注 10 に同じ。
注 12　田山花袋『美文作法』（博文館　明治 38・1906）より。
注 13　エミール・バンヴェニスト「言葉と人間の経験」阿部宏訳（言葉と主体―一
般言語学の諸問題―』阿部宏　監訳岩波書店 2013, 所収）。原題 Le　langage et  l’
14
expérience humaine（Émile Benveniste,, Ploblèmes de linguisutique génélale 
Ⅱ .Gallimard,1974 ）。
注 14　「言文一致論」（『新潮』第 3巻第 6号　明治 38（1905）年 12 月 15 日）。








注 17　『出版月評』明治 22 年 5 月の「京童子」の批評では『色懺悔』が音読しづら
いと批判される。紅葉はこのような批評空間に身を置いていたのである。岡保生
（1960）によれば，『金色夜叉』塩原の叙景について「かつてしばしば教科書にもと
られ，全文を暗誦している人も多かったといわれる」という。紅葉の文章の受容の
され方の一端を示しているであろう。
注 18　写実的な自然描写によって自然主義文学に影響を与えた二葉亭四迷訳『あひゞ
き』（明治 21・1888）の読者は，前田愛（1973）によれば「作者の詩想と密着した
内在的リズムを通して，作者ないしは作中人物に同化を遂げる孤独な読者」である
という。つまり黙読する読者なのである。『あひゞき』は一人称の語りであるが，
肉声を失い黙読される文章である点で三人称小説と共通する。
注 19　徳田秋声は「言文一致運動の意義」を，それによって小説壇に「真に描写と
云ふ一生面」が開けてきたところにあるとしている（文献、注４に同じ）。なぜ描
写のために言文一致である必要があったのか。それは雅俗折衷体に付随する肉声を
捨象するため、というのが筆者の意見である。
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